
町の花
アジサイ

町の木
サクラ

　川船河地区食推のおすすめ料理「大根と手羽先のスープ煮」は、一皿で主菜

と副菜がとれます。簡単に作れて、寒い季節にピッタリの料理です。昆布と手

羽先のだしに、生姜やニラの風味が加わり、手羽先、野菜、昆布共に美味しく

頂けます。

第24回

田上町産業まつり
第24回

田上町産業まつり あっという間に肌寒い季節になってきました。温かいお汁ものが食べたくなってきますね。せっかくなので、

お手軽野菜レシピ「大根と手羽先のスープ煮」を作って食べてみたいと思います。白菜ときのこも入れてみようかな。 亮
【編集後記】

まるで葡萄のようにまるで葡萄のようにまるで葡萄のように
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大根…４００ｇ（中1/2本）　　人参…100ｇ（小1本）

手羽先…４本　　鶏もも肉…160ｇ

生姜…１/３かけ　　だし昆布…10㎝

塩…小さじ1弱（５ｇ）　　醤油…小さじ１　　ニラ…１束

七味とうがらし又はラー油…適宜

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
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平成28年

◆国民健康保険税８期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（10月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,163
－ 3

12,154
－ 14

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

おいしそー！
体があたたまるよ！
　　　　うめ子より

作り方 ①大根は皮をむいて縦に４～６つに切って乱切り、人参も

　　乱切りにして共に下ゆでする。手羽先は洗う。

　　鶏肉は一口大に切る。生姜は皮をむいて、薄い短冊切

　　り。昆布は乾燥したまま手で割る。

②厚手の鍋に①をすべて入れ、水を入れて火にかける。

③煮立ったら塩と酒を加えて、アクをとりながらフタをして、

　　大根に竹串がスッと刺さる程度まで弱火で煮る。

④仕上げに、３㎝長さに切ったニラを加え、香りづけの醤油

　　をたらす。

⑤好みで、七味唐がらし、またはラー油を入れる。

★手羽先の代わりに、ソーセージ、野菜は白菜、キャベツ、

　　葱等や、きのこ等を入れても良いです。

★味付けは、コンソメ、ケチャップ、カレー味等いろいろな味

　　つけも楽しみましょう。

【主食】

ごはん

【副菜】

柿とわかめのサラダ

【主菜・副菜】

大根と手羽先のスープ煮

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2223@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

材料
（4人分）

★大根と手羽先のスープ煮

　左の写真は、町内に実った銀杏。まるで葡萄のようにたくさん実を

つけました。

　イチョウは、中国原産の樹木で、成長すると30ｍもの高木になりま

す。非常に成長が早く、燃えにくくて大気汚染や寒さに強いのが特徴。

また、一属一種の植物であり、現存するのは、一種ゆえ「生きている

化石」とも言われています。イチョウの木は、材木としても木目が綺

麗で加工しやすいことから、将棋の盤や駒等に利用されています。
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お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ

みんなで取り組もう！ 田上の食育

子育て応援

役場保健福祉課 ☎57-6112

夕食
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問い合わせ：役場総務課政策推進室  ☎57-6222

補助金額
翌年の利子の支払い額に対して、最高10万円を５年間補助します。（最大で総額50万円！）

申請期間
平成29年１月31日まで（消印有効）　＊窓口受付は１月31日午後５時15分まで

申請方法
下記の提出書類を役場総務課政策推進室へ持参または郵送してください。

★のついている申請様式は、役場総務課で配布いたします。

　また、町ホームページ（http://www.town.tagami.niigata.jp/living/kr/Kr30.html）からもダウンロードできます。 対象者【次の4点全てに該当する人（世帯）】
①申請日時点で新婚世帯または子育て世帯

　・新婚世帯：申請者及びその配偶者のいずれもが満50歳未満で、婚姻届出後５年以内の世帯

　・子育て世帯：同一世帯に中学校３年生以下の子どものいる世帯

②田上町に自分が住む家を新築または購入するために、500万円以上の

　資金を金融機関から５年以上の期間で借り入れた人（世帯）。建て

　替え、リフォームは含みません。

③申請日時点で、対象の建物に既に住んでいて、かつ、町に住民登録

　をしている人（世帯）

④町税などを滞納していない人（世帯）

対象住宅
新築住宅または購入した中古住宅で、次の２つのいずれかに該当する建物

①専用住宅…建物全体の床面積が50㎡以上280㎡以下

　併用住宅…居住部分の面積が建物全体の床面積の半分以上

②この制度による利子補給金を受けていない建物

対象となる金融機関と借入

よくある質問

① 田上町内または加茂市内に本店または支店がある金融機関

② ①の他、町長が認める金融機関

＊平成26年１月１日から平成30年12月31日までの期間に借りれた

　５年以上でかつ500万円以上の住宅資金

田上町新婚・子育て世帯向け
個人住宅取得資金利子補給金交付制度

田上町新婚・子育て世帯向け
個人住宅取得資金利子補給金交付制度

田上町新婚・子育て世帯向け
個人住宅取得資金利子補給金交付制度

今年も申請受付はじめます！田上でマイホームはいかがですか？

この制度は・・・
　町に定住してもらうことを促進するために、新婚世帯又は子育て世帯で町内に自ら居住するための
　住宅を取得した方に、金融機関から借り入れた住宅資金を対象に利子補給金を交付します。
　なお、利子補給金は、翌年の利子の支払いに充てていただくために支給しています。

★田上町新婚・子育て世帯向け個人住宅取得資金

　利子補給金交付申請書(様式第1号)

★個人住宅取得資金貸付証明書(様式第2号)

★町税等納付（納入）状況確認承諾書

・金融機関が発行した年末残高証明書の写し

※その他、申請内容の確認に必要な書類の提出をお願いする場合があります。

・住宅資金の償還表の写し

・住民票の写し（世帯全員が記載されたもの）

・戸籍謄本（新婚世帯のみ）

・申請住宅の登記簿謄本または登記完了証の写し

・住宅の平面図

【参考】 田上町新婚・子育て世帯向け個人住宅取得資金
利子補給金交付申請書(様式第1号)

個人住宅取得資金貸付証明書(様式第2号)

町税等納付（納入）状況確認承諾書

～ 昨年度交付を受けた方へ ～

　 継続申請書（様式第３号）を提出してください。

　 役場総務課より、別途ご案内をいたします。

Ｑ１．町内または、加茂市内の金融機関で借り入れないといけませんか？

Ａ１．町内、加茂市内にある金融機関であれば、借り入れる本・支店は問いません。

Ｑ２．「町長が認める金融機関」とはどこになりますか？

Ａ２．フラット35の取扱金融機関や地銀、信用金庫、信用組合、ＪＡなどになります。

Ｑ３．土地の購入のための借入は対象になりますか？

Ａ３．建物を建てるのに必要な土地で、建物分と一緒に借入れた資金は対象になります。

　　　ただし、土地取得のみの借入は対象となりません。

Ｑ４．融資の事前実行、つなぎ融資は対象となりますか？

Ａ４．実際に居住してからが対象になります。12/31までに建物が完成しない場合の融資の事前実行、つなぎ

　　　融資は対象となりません。

＊申請した方だけでなく、同じ世帯に住む方が滞納している場合も交付できません。
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問い合わせ：役場総務課政策推進室  ☎57-6222

補助金額
翌年の利子の支払い額に対して、最高10万円を５年間補助します。（最大で総額50万円！）

申請期間
平成29年１月31日まで（消印有効）　＊窓口受付は１月31日午後５時15分まで

申請方法
下記の提出書類を役場総務課政策推進室へ持参または郵送してください。

★のついている申請様式は、役場総務課で配布いたします。

　また、町ホームページ（http://www.town.tagami.niigata.jp/living/kr/Kr30.html）からもダウンロードできます。 対象者【次の4点全てに該当する人（世帯）】
①申請日時点で新婚世帯または子育て世帯

　・新婚世帯：申請者及びその配偶者のいずれもが満50歳未満で、婚姻届出後５年以内の世帯

　・子育て世帯：同一世帯に中学校３年生以下の子どものいる世帯

②田上町に自分が住む家を新築または購入するために、500万円以上の

　資金を金融機関から５年以上の期間で借り入れた人（世帯）。建て

　替え、リフォームは含みません。

③申請日時点で、対象の建物に既に住んでいて、かつ、町に住民登録

　をしている人（世帯）

④町税などを滞納していない人（世帯）
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①専用住宅…建物全体の床面積が50㎡以上280㎡以下

　併用住宅…居住部分の面積が建物全体の床面積の半分以上

②この制度による利子補給金を受けていない建物

対象となる金融機関と借入

よくある質問

① 田上町内または加茂市内に本店または支店がある金融機関

② ①の他、町長が認める金融機関

＊平成26年１月１日から平成30年12月31日までの期間に借りれた

　５年以上でかつ500万円以上の住宅資金
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今年も申請受付はじめます！田上でマイホームはいかがですか？
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　町に定住してもらうことを促進するために、新婚世帯又は子育て世帯で町内に自ら居住するための
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　利子補給金交付申請書(様式第1号)

★個人住宅取得資金貸付証明書(様式第2号)

★町税等納付（納入）状況確認承諾書

・金融機関が発行した年末残高証明書の写し

※その他、申請内容の確認に必要な書類の提出をお願いする場合があります。

・住宅資金の償還表の写し

・住民票の写し（世帯全員が記載されたもの）

・戸籍謄本（新婚世帯のみ）

・申請住宅の登記簿謄本または登記完了証の写し
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【参考】 田上町新婚・子育て世帯向け個人住宅取得資金
利子補給金交付申請書(様式第1号)
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　 継続申請書（様式第３号）を提出してください。

　 役場総務課より、別途ご案内をいたします。

Ｑ１．町内または、加茂市内の金融機関で借り入れないといけませんか？

Ａ１．町内、加茂市内にある金融機関であれば、借り入れる本・支店は問いません。

Ｑ２．「町長が認める金融機関」とはどこになりますか？

Ａ２．フラット35の取扱金融機関や地銀、信用金庫、信用組合、ＪＡなどになります。

Ｑ３．土地の購入のための借入は対象になりますか？

Ａ３．建物を建てるのに必要な土地で、建物分と一緒に借入れた資金は対象になります。

　　　ただし、土地取得のみの借入は対象となりません。

Ｑ４．融資の事前実行、つなぎ融資は対象となりますか？
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問い合わせ：役場総務課  TEL.57-6222

小野塚裕明さん、ロボコンで世界へ挑戦！
　９月に東京都で行われた国際ロボット競技会「Ｗｏｒｌｄ Ｒｏｂｏｔ 

Ｏｌｙｍｐｉａｄ（ＷＲＯ）」の全国大会において、小野塚裕明さん（湯川）

が所属するチームが第３位に入賞し、11月下旬にインドで開催される

世界大会「ＷＲＯ 2016 インド国際大会」への出場が決まりました。

チームは、今年４月に新発田市のロボコン教室に通う小学生３人で結

成され、これまで週１日午前９時～午後４時までの練習を行いながら、

設計やプログラミングなどを学んできたそうです。

　10月24日（月）にスポーツ・文化振興ほう賞で役場に来庁された際、

小野塚さん本人にロボット作りの楽しさと世界大会に向けての意気込

みを尋ねました。

　「プログラミングはなかなか上手くいかないことの方が多いけど、

上手くいった時はすごく楽しい！」、「世界大会では満点を取って、

競技時間１分を切りたいです！」と笑顔で小野塚さんは答えました。

　情報伝達・安否確認を中心に防災訓練を行いまし

た。各組長（防災班長）70名の手際よい安否確認で

今年は防災会結成５回目の訓練でしたが、訓練の参

加率514世帯90%となりました。例年のように、避難

情報の伝達・安否確認を各戸にタオルの掲出で防災

班長が点検できるようお願いしました。なお、当日

は「要配慮者」を自宅から一時避難所である羽生田

公民館に救出する訓練も実施されました。

　今後は課題である避難・集合訓練に向け、総区内

のコミュニケーションを高め取り組んでいきます。 

     

　今年度は、町内初の夜間災害を想定した防災訓練

を実施しました。内容は、炊出し訓練、発電機によ

る夜間照明の実施がメインであり、特に炊出しにつ

きましては、食推委員の全面的な協力のもとで行わ

れ、参加された方（総勢33名）から大変好評を得た

ところであります。

　この度の訓練を通し、種々の反省点を踏まえ、今

後の地域防災に役立ていきたいと思っています。
全国大会出場おめでとう

「8020」達成！おめでとう！
　「新潟県いきいき人生よい歯のコンクール」にて、近藤

昭男さん（本田上）が奨励賞を受賞されました。近藤さん

は、80歳を過ぎてもご自分の歯を26本有しており、そのほ

とんどが健康な歯です。毎日５回の歯みがきと半年に１回

かかりつけの歯科医を受診し、歯石除去などのケアを受け

ていることが、健康な歯を保つ秘訣だそうです。これから

も、ますますお元気で、頑張って下さい。からだの健康は、

お口の健康から。みなさんも「8020」（80歳以上で20本の

歯）を目指してみませんか。

長澤　響さん

小島　政長さん

各地区の自主防災組織の活動を紹介します！各地区の自主防災組織の活動を紹介します！各地区の自主防災組織の活動を紹介します！

羽生田総区自主防災会  渡辺達也会長

下吉田地区自主防災会 清水正夫会長

羽生田地区
10月2日（日） 9時00分～

下吉田地区
10月9日（日） 18時00分～

　今年で５回目となる避難訓練は、集中豪雨により

才歩川が一部決壊し、本田上地区に激流が流れ込ん

でいる事を想定とした訓練を実施しました。参加者

も年々増しており、約300名の参加があり、災害時の

避難の重要性が住民に浸透している事を実感しまし

た。避難訓練後には、救護班による足の骨折や出血

の応急処理の実演も実施されました。

　本田上地区自主防災会では、毎年10月の第４日曜

日を『防災の日』と定め継続的に避難訓練をしてい

きます。

　今回は、大雨により信濃川が決壊する恐れがある

ことを想定した避難訓練を実施しました。避難所は、

実際利用する町民体育館へ避難し、各地区ごとに安

否確認も行いました。避難者は、35名でした。

　そして、避難訓練後には、加茂地域消防署の方か

らＡＥＤ及び救命講習を行っていただき、防災力の

向上に努めました。

　今回の訓練を通して、防災グッズを揃えたり、何

かしらの防災対応を進めていきたいと思います。

本田上地区自主防災会 渡邉忠一会長

本田上地区
10月23日（日） 8時00分～

保明地区
10月23日（日） 13時30分～

保明地区自主防災会 関川博純会長

全国高等学校総合体育大会陸上競技大会

　出場種目：４×100ｍＲ

　　樋　口　天　海（上野）

　出場種目：走高跳　

　　樋　口　天　華（上野）

第47回全国中学校体操競技選手権大会

　出場種目：体操競技（ゆか、あん馬、跳馬、鉄棒）

　　長　澤　　　響（上中村）

ねんりんピック長崎2016

（第29回全国健康福祉祭ながさき大会）

　出場種目：テニス

　　小　島　政　長（川船河東）

ワールド ロボット
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問い合わせ：役場総務課  TEL.57-6222
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戦没者慰霊祭
　10月25日、田上町公民館にて平成28

年度第69回田上町戦没者慰霊祭が開催

されました。

　349名の戦没者の追悼の意を表し黙

祷が捧げられました。その後は献花を

行い、恒久平和を願いました。

田上中学校３年のハンディー体験

こころの健康づくり保健講演会

　10月12日、田上中学校で、３年生を対象にハンディー体験が開催されました。ハンディー体験とは、

相手の立場に立った声掛けやお手伝いができるようになることを目的に、ハンディキャップを持った人

の状況を疑似体験することです。

　中学生は、高齢者の身体的特徴の講義を受けたのち、「高齢者疑似体験セット」を装着し、目の見え

にくさ、耳の聞こえの悪さ、腰が曲がった状態で歩くことなどを体験しました。体験した生徒からは、

「腰が痛い」「階段を昇るのが大変」などの感想が聞かれました。

第24回　田上町産業まつり
　11月３日、町民体育館にて第24回田上町産業ま

つりが開催されました。天候は、あいにくの雨で

したが、開場を前に産業まつりを楽しみに並ぶ人

の列。開始から大盛況で開催されました。抽選会、

もちつき大会、お昼には、おにぎりと特性きのこ

汁が無料配布される等、イベント内容も盛りだく

さん。「もちつきと田上レンジャーショーを子ど

もに見せたくて来ました。」「毎年、抽選会とお

にぎりの無料配布が楽しみで来ています。」等の

声が聞けました。子どもから大人まで、世代を問

わず楽しめるイベントとなりました。

お米の支給で、子育てを応援！お米の支給で、子育てを応援！
　11月３日、町民体育館にて、田上町産業まつりと合わ

せて、子育て応援米支給事業が実施されました。この事

業は、入学のお祝いとして、田上町在住の小学校１年生

および中学校１年生を対象に、

一人あたり10㎏の田上産米をお

渡しする事業です。「10㎏のお

米がもらえるなんて、とても助

かります。」「ちょうど小学校１

年生になる子と、中学校１年生

になる子がいるので、合わせて

20㎏もお米をもらえて驚きまし

た。」と感想が聞けました。

　10月５日、社会を明るくする運動田上町実

施委員会と田上中学校ＰＴＡ厚生部と町の保

健福祉課の共催事業として、「こころの健康

づくり保健講演会」を、田上中学校で開催し

ました。第二代新潟県元気大使である新潟お

笑い集団ＮＡＭＡＲＡ代表の江口歩氏を講師

に迎え、「コミュニケーション、発信力」を

テーマに講演会され、「自分を好きになること

が、コミュニケーション、発信力に繋がる。」

とお話し頂きました。

田上町文化祭
　10月15、16日に、田上町民体育館

と田上中学校体育館を会場に、田

上町文化祭が開催されました。展

示の部と芸能の部の２部構成で、

展示の部では、町民体育館に書道

・写真・切り絵・絵画・工芸など

の作品がならべられ、芸能の部で

は、18団体による演目が田上中学

校体育館にて披露されました。
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水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

有
料
広
告

有
料
広
告

2ヶ月児学級
　町では、生後２か月のお子さんを対象に「２か月児学級」を行っております。

　この学級では子育ての楽しさや心配事・悩みなどをお母さんたちが共有して、気持ちをリラックスし

て子育てができるよう応援しています。

　下記の写真は、９月に開催された２か月児学級に参加して頂いたお母さんと赤ちゃんです。７月生ま

れの赤ちゃんは６人でした。人数も多く、にぎやかでした。初心者ママにベテランママからのアドバイ

スもあって、よかったです。ママも赤ちゃんと一緒に成長していくのだなあ…と感じました。

①母の名前　　②赤ちゃんの名前・読み方　　③名前の由来など

①玉木　亜希
②葵（あおい）
③上の子が「翠（みどり）」。
　ひすいからとったので、下の子は
　「葵」と決めていました。2人で
　ひすいです。

①五十嵐　美香
②心羽（こう）
③大きく羽ばたいていけるように。
　上の子と合わせて「羽」をつけ
　ました。

①丸山　友絵
②結菜（ゆいな）
③お互いの名前に入れたい漢字
　を組み合わせました。

今月の認知症サポーター養成講座
　10月15日に介護老人保健施設　晴和会田上園を会場に開催いたしました。

　認知症の方の対応方法、お医者さんに連れて行きたいけれどどうしたら良いか？などの疑問にも答え

ながら認知症に対する理解を深めていただくことができました。

　皆さんも認知症について正しい理解・接し方を学んでみませんか？
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分

▽
会
場
　
燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

※
講
師
は
、
税
務
署
が
依
頼
し
た
税

　
理
士
が
行
い
ま
す
。

※
午
前
と
午
後
は
、
同
一
の
説
明
内

　
容
で
す
の
で
、
ど
ち
ら
に
出
席
い

　
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

※
説
明
会
で
使
用
す
る
資
料
は
、
当

　
日
配
布
し
ま
す
の
で
申
込
不
要
で

　
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
三
条
税
務
署

　
　☎
32
―
６
２
１
３

　
農
業
用
軽
油
取
引
税
免
税
証
を
農

家
の
方
が
交
付
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
販
売
店
（
農
業
協
同
組
合
、
石

油
販
売
業
者
等
）
か
ら
関
係
農
家
分

を
取
り
ま
と
め
て
、
一
括
交
付
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
２
９

年
分
の
免
税
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
農
家
の
方
は
、
販
売
店
で
の
申
請

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
申
請
期
限
　
12
月
12
日
（
月
）

▽
申
請
場
所
　
各
販
売
店
（
農
業
協

　
同
組
合
、
石
油
販
売
業
者
等
）

▽
必
要
書
類

・
免
税
証
交
付
申
請
書
（
販
売
店
で

　
一
括
）

・
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員
会

　
で
交
付
）

・
そ
の
他
（
免
税
軽
油
使
用
者
証
交

　
付
申
請
書
、
印
鑑
な
ど
）

※
農
業
用
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
新

　
規
交
付
及
び
更
新
と
な
る
方
は
、

　
申
請
時
に
手
数
料
と
し
て
４
５
０

　
円
分
の
新
潟
県
収
入
証
紙
が
必
要

　
で
す
。

▽
そ
の
他
　
軽
油
取
引
税
に
お
け
る

　
免
税
軽
油
の
特
例
措
置
は
、
平
成

　
30
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
と

　
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
三
条
地
域
振
興
局
県
税
部

　
　☎
36
―
２
３
８
５

　
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
平
成
14
年

に
施
行
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
木

材
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
再
生
資
材

と
し
て
利
用
で
き
る
特
定
の
建
設
廃

棄
物
は
「
分
別
解
体
」
と
「
リ
サ
イ

ク
ル
」
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

建
設
産
業
で
は
発
注
者
及
び
受
注
者

が
一
体
と
な
っ
て
建
設
資
材
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
北
陸
地
方
建
設

　
副
産
物
対
策
連
絡
協
議
会

　
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
８
８
８
０

※およそ90分の講座内容です。

　お問い合わせ・お申込みは役場保健福祉課☎５７－６１１２までご連絡下さい。

開　　催　　日　　時

平成28年11月28日（月）午後 2時～

会　　　　　　　　場

有 料 老 人 ホ ー ム 　 　 ゆ と り

①小日向　幹子
②礼（れい）
③礼儀正しい子になってほしい。
　字画もいい字だった。　

①安中　紗季
②聖那（せな）
③長女が姫那（ひな）。次女が瑠
　那（るな）。「那」をつけたく
　てつけました。

平
成
２８
年
分
青
色
決
算
説
明
会

１２
月
か
ら
２
月
ま
で

　夜
間
窓
口
を
休
止
し
ま
す

農
業
用
軽
油
引
取
税
免
税
証
の

交
付
申
請
に
つ
い
て

ご
存
じ
で
す
か

　　　　「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」
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水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

有
料
広
告

有
料
広
告

2ヶ月児学級
　町では、生後２か月のお子さんを対象に「２か月児学級」を行っております。

　この学級では子育ての楽しさや心配事・悩みなどをお母さんたちが共有して、気持ちをリラックスし

て子育てができるよう応援しています。

　下記の写真は、９月に開催された２か月児学級に参加して頂いたお母さんと赤ちゃんです。７月生ま

れの赤ちゃんは６人でした。人数も多く、にぎやかでした。初心者ママにベテランママからのアドバイ

スもあって、よかったです。ママも赤ちゃんと一緒に成長していくのだなあ…と感じました。

①母の名前　　②赤ちゃんの名前・読み方　　③名前の由来など

①玉木　亜希
②葵（あおい）
③上の子が「翠（みどり）」。
　ひすいからとったので、下の子は
　「葵」と決めていました。2人で
　ひすいです。

①五十嵐　美香
②心羽（こう）
③大きく羽ばたいていけるように。
　上の子と合わせて「羽」をつけ
　ました。

①丸山　友絵
②結菜（ゆいな）
③お互いの名前に入れたい漢字
　を組み合わせました。

今月の認知症サポーター養成講座
　10月15日に介護老人保健施設　晴和会田上園を会場に開催いたしました。

　認知症の方の対応方法、お医者さんに連れて行きたいけれどどうしたら良いか？などの疑問にも答え

ながら認知症に対する理解を深めていただくことができました。

　皆さんも認知症について正しい理解・接し方を学んでみませんか？

　
町
で
は
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時

ま
で
住
民
票
な
ど
の
夜
間
交
付
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
冬
期
間
は
夜
間

窓
口
業
務
を
休
止
し
ま
す
。
な
お
、

電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
の
交
付
は

引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
の
交
付
】

▽
予
約
で
き
る
証
明
書

　
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
税
証
明

※
戸
籍
抄
本
、
戸
籍
謄
本
の
予
約
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

▽
予
約
受
付
時
間

　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除

　
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
予
約
電
話
番
号

　
☎
57
―
６
１
１
５

　
（
住
民
票
・
印
鑑
証
明
は
町
民
課

　
住
民
係
、
税
証
明
は
町
民
課
税
務

　
係
）

▽
証
明
書
の
交
付
場
所

　
休
日
・
夜
間
受
付
（
宿
日
直
室
）

▽
証
明
書
の
交
付
時
間

　
月
～
金
曜
日

　
午
後
５
時
15
分
～
８
時

　
土
・
日
・
祝
祭
日

　
午
前
８
時
～
午
後
８
時

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
課

　
　☎
57
―
６
１
１
５

　
三
条
税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
を

さ
れ
る
個
人
事
業
主
の
方
を
対
象

に
、
決
算
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開

催
い
た
し
ま
す
。

▽
対
象
　
事
業
所
得
者

▽
日
時
　
12
月
12
日
（
月
）

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
会
場
　
燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

※
講
師
は
、
税
務
署
が
依
頼
し
た
税

　
理
士
が
行
い
ま
す
。

※
午
前
と
午
後
は
、
同
一
の
説
明
内

　
容
で
す
の
で
、
ど
ち
ら
に
出
席
い

　
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

※
説
明
会
で
使
用
す
る
資
料
は
、
当

　
日
配
布
し
ま
す
の
で
申
込
不
要
で

　
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
三
条
税
務
署

　
　☎
32
―
６
２
１
３

　
農
業
用
軽
油
取
引
税
免
税
証
を
農

家
の
方
が
交
付
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
販
売
店
（
農
業
協
同
組
合
、
石

油
販
売
業
者
等
）
か
ら
関
係
農
家
分

を
取
り
ま
と
め
て
、
一
括
交
付
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
２
９

年
分
の
免
税
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
農
家
の
方
は
、
販
売
店
で
の
申
請

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
申
請
期
限
　
12
月
12
日
（
月
）

▽
申
請
場
所
　
各
販
売
店
（
農
業
協

　
同
組
合
、
石
油
販
売
業
者
等
）

▽
必
要
書
類

・
免
税
証
交
付
申
請
書
（
販
売
店
で

　
一
括
）

・
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員
会

　
で
交
付
）

・
そ
の
他
（
免
税
軽
油
使
用
者
証
交

　
付
申
請
書
、
印
鑑
な
ど
）

※
農
業
用
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
新

　
規
交
付
及
び
更
新
と
な
る
方
は
、

　
申
請
時
に
手
数
料
と
し
て
４
５
０

　
円
分
の
新
潟
県
収
入
証
紙
が
必
要

　
で
す
。

▽
そ
の
他
　
軽
油
取
引
税
に
お
け
る

　
免
税
軽
油
の
特
例
措
置
は
、
平
成

　
30
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
と

　
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
三
条
地
域
振
興
局
県
税
部

　
　☎
36
―
２
３
８
５

　
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
平
成
14
年

に
施
行
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
木

材
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
再
生
資
材

と
し
て
利
用
で
き
る
特
定
の
建
設
廃

棄
物
は
「
分
別
解
体
」
と
「
リ
サ
イ

ク
ル
」
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

建
設
産
業
で
は
発
注
者
及
び
受
注
者

が
一
体
と
な
っ
て
建
設
資
材
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
北
陸
地
方
建
設

　
副
産
物
対
策
連
絡
協
議
会

　
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
８
８
８
０

※およそ90分の講座内容です。

　お問い合わせ・お申込みは役場保健福祉課☎５７－６１１２までご連絡下さい。

開　　催　　日　　時

平成28年11月28日（月）午後 2時～

会　　　　　　　　場

有 料 老 人 ホ ー ム 　 　 ゆ と り

①小日向　幹子
②礼（れい）
③礼儀正しい子になってほしい。
　字画もいい字だった。　

①安中　紗季
②聖那（せな）
③長女が姫那（ひな）。次女が瑠
　那（るな）。「那」をつけたく
　てつけました。

平
成
２８
年
分
青
色
決
算
説
明
会

１２
月
か
ら
２
月
ま
で

　夜
間
窓
口
を
休
止
し
ま
す

農
業
用
軽
油
引
取
税
免
税
証
の

交
付
申
請
に
つ
い
て

ご
存
じ
で
す
か

　　　　「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」
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新幹線日帰りツアー 昼食１回付 生の迫力を感じて下さい！！

ＪＡにいがた南蒲旅行センター ☎0256-45-7300
新潟県知事登録旅行業 第2-353号 全国旅行業協会会員

総合旅行業取扱管理者 田伏 司・徳永芳

お申込み・お問い合せは

ＪＡにいがた南蒲旅行センター 検索

皇居一般参賀と築地の寿司ランチの旅

大相撲一月場所 両国国技館ますＢ席

１２月２３日（金・祝） １３,５００円

１月中旬平日予定 燕三条駅発着 ２９,８００円

バス日帰りツアー 昼食１回付

東京宝塚 花組公演
１月２２日（日） 燕三条発着 ３８,８００円

一階Ｓ席

１０列目以内

国の教育ローン   検索 

ホームページからもお申込みいただけます

〒955-0092 三条市須頃1-20
　　　　　　　　　　　三条商工会議所会館２階

日本政策金融公庫　三条支店

☎ 0256-34-7511

●ご 融 資 額
お子様１人につき

３５０万円以内

●ご返済期間 １５年以内

国の教育ローンのご案内 

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.076 

0.078 

0.076 

0.080 

0.076 

0.078 

0.078 

0.080 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 晴れ9時20分～

測定日時
10月19日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

 

受験申込書請求・提出・問い合わせ：役場総務課  57-6222

　
町
商
工
会
で
は
、
一
昨
年
度
よ
り

田
上
町
や
町
内
各
団
体
の
協
力
を
得

て
、
「
頑
張
る
田
上
人
」
認
定
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
事
業
や
振
興
、

田
上
町
の
産
業
や
文
化
、
芸
術
の
発

展
な
ど
、
町
の
活
性
化
に
寄
与
し
、

田
上
町
の
内
外
や
全
国
で
幅
広
く
活

躍
し
つ
つ
、田
上
町
を
応
援
す
る
人
、

企
業
・
団
体
な
ど
を
、
幅
広
く
募
集

し
、
「
頑
張
る
田
上
人
」
と
し
て
認

定
、
応
援
す
る
も
の
で
す
。
田
上
町

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
人
、
社
会

貢
献
や
田
上
町
の
発
展
に
寄
与
し
、

現
在
の
活
躍
は
も
と
よ
り
、
そ
の
活

動
が
将
来
的
に
も
継
続
し
て
見
込
ま

れ
る
個
人
や
企
業
、
団
体
を
募
集
し

ま
す
。
自
薦
、他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、
田
上
町
商

工
会
窓
口
に
あ
る「
頑
張
る
田
上
人
」

候
補
者
推
薦
書
に
ご
記
入
の
上
、
商

工
会
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　
認
定
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
田
上
町
の
小
中
学
校
に
お
け
る

総
合
学
習
の
時
間
で
、
講
演
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

承
知
お
き
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▽
応
募
締
切
　
12
月
９
日
（
金
）

▽
認
定
方
法
　
「
頑
張
る
田
上
人
認

　
定
委
員
会
」
の
選
考
を
経
て
認
定

　
し
ま
す
。

▽
発
表
・
授
与
式
　
平
成
29
年
１
月

　
開
催
の
商
工
会
賀
詞
交
歓
会
に
お

　
い
て
発
表
し
、
認
定
証
の
授
与
を

　
行
う
予
定
で
す
。

※
応
募
に
つ
い
て
の
詳
細
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
田
上
町
商
工
会

　
　
☎
57
―
２
２
９
１

　
県
内
で
は
、
年
々
灯
油
等
の
油
類

の
漏
え
い
事
故
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
冬
季
に
お
い
て
は
、
様
々

な
原
因
で
漏
え
い
事
故
が
多
発
す
る

傾
向
が
あ
り
、
火
災
の
危
険
、
河
川

の
環
境
悪
化
、
上
水
道
取
水
へ
影
響

を
及
ぼ
す
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
油
類
の
漏
え
い
事
故
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
「
う
っ
か
り
」
等
の
人
的

ミ
ス
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
深
刻

な
事
態
を
ま
ね
か
な
い
た
め
に
も
、

油
類
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
な
注
意

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
注
意
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
給
油
中
は
そ
の
場
を
は
な
れ
な
い
。

・
油
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
完
全
に
閉

　
め
た
か
確
認
。

・
除
雪
す
る
際
は
、
あ
ぶ
ら
の
配
管

　
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に
注
意
。

・
屋
外
の
配
管
が
、
雪
、
融
雪
等
に

　
よ
り
破
損
し
な
い
よ
う
に
注
意
。

・
油
送
設
備
の
操
作
ミ
ス
、
誤
作
動

　
に
注
意
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
新
潟
地
方
法
務
局
及
び
新
潟
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
本
年
11

月
14
日（
月
）か
ら
同
月
20
日（
日
）ま

で
を「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、
法
務
局
職
員
の

人
権
擁
護
委
員
が
女
性
の
人
権
に
関

す
る
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
相
談
内
容
　
差
別
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク

　
ハ
ラ
・
夫
婦
間
の
問
題
な
ど
広
く

　
女
性
の
人
権
に
関
す
る
こ
と
。

▽
相
談
時
間
　

　
11
月
14
日（
月
）～
11
月
18
日（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
11
月
19
日（
土
）・
11
月
20
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽
電
話
番
号

　
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
地
方
法
務
局
三
条
支
局

　
　
☎
33
―
１
３
７
５

　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
方

々
が
抱
え
る
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と

・
悩
み
ご
と
の
相
談
を
無
料
で
お
受

け
し
ま
す
。

※
専
門
相
談
に
つ
い
て
は
、要
予
約
。

▽
相
談
日
時

①
よ
ろ
ず
相
談
　

　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
（
土
日
祝

　
日
、
年
末
年
始
を
除
　
く
）
午
前

　
９
時
～
午
後
５
時

②
認
知
症
相
談
（
専
門
相
談
）

　
11
月
17
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

③
法
律
相
談
（
専
門
相
談
）

　
11
月
14
日（
月
）、11
月
21
日（
月
）、

　
11
月
28
日（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

④
不
動
産
の
鑑
定
利
活
用
の
相
談
・

　
税
金
相
談
（
専
門
相
談
）

※
都
度
調
整
を
し
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
予
約
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
５
―
２
８
５
―
４
１
６
５

◆
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
防
止
心
得

そ
の
１
、
食
用
と
正
確
に
判
断
で
き

　
　
な
い
き
の
こ
は
絶
対
に
、
採
ら

　
　
な
い
！
食
べ
な
い
！
人
に
あ
げ

　
　
な
い
！

そ
の
２
、
様
々
な「
言
い
伝
え
」は
、

　
　
全
く
根
拠
が
な
い
迷
信
で
あ
る

　
　
た
め
、
信
じ
な
い
！

　
も
し
も
、
き
の
こ
を
食
べ
た
こ
と

に
よ
り
胃
腸
炎
等
の
食
中
毒
症
状
が

現
れ
た
場
合
は
、
早
急
に
医
師
の
診

断
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
際
、
原
因
と
な
っ
た
き
の
こ

が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
持
参
し
て

治
療
の
参
考
に
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
県
生
活
衛
生
課

　
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
２
０
５

◆職　　　種　管理栄養士

◆採用予定人員　１名

◆受 験 資 格　昭和56年４月２日以降に生まれた方で、管理栄養士の資格を有する方又は平成29年５月

　　　　　　　までに管理栄養士の資格を取得見込みの方。

◆試験の方法　【第１次試験】

　　　　　　　　①試験方法　教養試験（試験内容は高校卒業程度）、作文試験、一般性格診断検査

　　　　　　　　②日　　時　平成29年１月29日（日）午前９時開始

　　　　　　　　③会　　場　田上町役場

　　　　　　　【第２次試験】

　　　　　　　　第１次試験合格者に対し、面接試験を実施

◆受 験 手 続　・受付期間　平成28年12月12日（月）～12月26日（月）

　　　　　　　・提出書類　受験申込書及び履歴書、写真５枚

　　　　　　　※受験申込書、履歴書の書式は、町ホームページからもダウンロードできます。

平成２８年度  田上町職員募集
平成２９年４月１日採用の田上町職員を募集します。

10広報  たがみまち 「　　　      」 11月号  ●11 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 11月号

第
３
回「
頑
張
る
田
上
人
」

募
集
の
お
知
ら
せ
！

油
類
等
の
漏
え
い
事
故

防
止
に
つ
い
て
の
お
願
い

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の

　　　　　　　　　　　相
談
窓
口

き
の
こ
に
よ
る

　　　　食
中
毒
に
注
意
！



新幹線日帰りツアー 昼食１回付 生の迫力を感じて下さい！！

ＪＡにいがた南蒲旅行センター ☎0256-45-7300
新潟県知事登録旅行業 第2-353号 全国旅行業協会会員

総合旅行業取扱管理者 田伏 司・徳永芳

お申込み・お問い合せは

ＪＡにいがた南蒲旅行センター 検索

皇居一般参賀と築地の寿司ランチの旅

大相撲一月場所 両国国技館ますＢ席

１２月２３日（金・祝） １３,５００円

１月中旬平日予定 燕三条駅発着 ２９,８００円

バス日帰りツアー 昼食１回付

東京宝塚 花組公演
１月２２日（日） 燕三条発着 ３８,８００円

一階Ｓ席

１０列目以内

国の教育ローン   検索 

ホームページからもお申込みいただけます

〒955-0092 三条市須頃1-20
　　　　　　　　　　　三条商工会議所会館２階

日本政策金融公庫　三条支店

☎ 0256-34-7511

●ご 融 資 額
お子様１人につき

３５０万円以内

●ご返済期間 １５年以内

国の教育ローンのご案内 

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222
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0.076 
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地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 晴れ9時20分～

測定日時
10月19日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

 

受験申込書請求・提出・問い合わせ：役場総務課  57-6222

　
町
商
工
会
で
は
、
一
昨
年
度
よ
り

田
上
町
や
町
内
各
団
体
の
協
力
を
得

て
、
「
頑
張
る
田
上
人
」
認
定
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
事
業
や
振
興
、

田
上
町
の
産
業
や
文
化
、
芸
術
の
発

展
な
ど
、
町
の
活
性
化
に
寄
与
し
、

田
上
町
の
内
外
や
全
国
で
幅
広
く
活

躍
し
つ
つ
、田
上
町
を
応
援
す
る
人
、

企
業
・
団
体
な
ど
を
、
幅
広
く
募
集

し
、
「
頑
張
る
田
上
人
」
と
し
て
認

定
、
応
援
す
る
も
の
で
す
。
田
上
町

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
人
、
社
会

貢
献
や
田
上
町
の
発
展
に
寄
与
し
、

現
在
の
活
躍
は
も
と
よ
り
、
そ
の
活

動
が
将
来
的
に
も
継
続
し
て
見
込
ま

れ
る
個
人
や
企
業
、
団
体
を
募
集
し

ま
す
。
自
薦
、他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、
田
上
町
商

工
会
窓
口
に
あ
る「
頑
張
る
田
上
人
」

候
補
者
推
薦
書
に
ご
記
入
の
上
、
商

工
会
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　
認
定
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
田
上
町
の
小
中
学
校
に
お
け
る

総
合
学
習
の
時
間
で
、
講
演
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

承
知
お
き
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▽
応
募
締
切
　
12
月
９
日
（
金
）

▽
認
定
方
法
　
「
頑
張
る
田
上
人
認

　
定
委
員
会
」
の
選
考
を
経
て
認
定

　
し
ま
す
。

▽
発
表
・
授
与
式
　
平
成
29
年
１
月

　
開
催
の
商
工
会
賀
詞
交
歓
会
に
お

　
い
て
発
表
し
、
認
定
証
の
授
与
を

　
行
う
予
定
で
す
。

※
応
募
に
つ
い
て
の
詳
細
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
田
上
町
商
工
会

　
　
☎
57
―
２
２
９
１

　
県
内
で
は
、
年
々
灯
油
等
の
油
類

の
漏
え
い
事
故
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
冬
季
に
お
い
て
は
、
様
々

な
原
因
で
漏
え
い
事
故
が
多
発
す
る

傾
向
が
あ
り
、
火
災
の
危
険
、
河
川

の
環
境
悪
化
、
上
水
道
取
水
へ
影
響

を
及
ぼ
す
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
油
類
の
漏
え
い
事
故
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
「
う
っ
か
り
」
等
の
人
的

ミ
ス
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
深
刻

な
事
態
を
ま
ね
か
な
い
た
め
に
も
、

油
類
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
な
注
意

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
注
意
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
給
油
中
は
そ
の
場
を
は
な
れ
な
い
。

・
油
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
完
全
に
閉

　
め
た
か
確
認
。

・
除
雪
す
る
際
は
、
あ
ぶ
ら
の
配
管

　
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に
注
意
。

・
屋
外
の
配
管
が
、
雪
、
融
雪
等
に

　
よ
り
破
損
し
な
い
よ
う
に
注
意
。

・
油
送
設
備
の
操
作
ミ
ス
、
誤
作
動

　
に
注
意
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
新
潟
地
方
法
務
局
及
び
新
潟
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
本
年
11

月
14
日（
月
）か
ら
同
月
20
日（
日
）ま

で
を「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、
法
務
局
職
員
の

人
権
擁
護
委
員
が
女
性
の
人
権
に
関

す
る
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
相
談
内
容
　
差
別
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク

　
ハ
ラ
・
夫
婦
間
の
問
題
な
ど
広
く

　
女
性
の
人
権
に
関
す
る
こ
と
。

▽
相
談
時
間
　

　
11
月
14
日（
月
）～
11
月
18
日（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
11
月
19
日（
土
）・
11
月
20
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽
電
話
番
号

　
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
地
方
法
務
局
三
条
支
局

　
　
☎
33
―
１
３
７
５

　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
方

々
が
抱
え
る
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と

・
悩
み
ご
と
の
相
談
を
無
料
で
お
受

け
し
ま
す
。

※
専
門
相
談
に
つ
い
て
は
、要
予
約
。

▽
相
談
日
時

①
よ
ろ
ず
相
談
　

　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
（
土
日
祝

　
日
、
年
末
年
始
を
除
　
く
）
午
前

　
９
時
～
午
後
５
時

②
認
知
症
相
談
（
専
門
相
談
）

　
11
月
17
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

③
法
律
相
談
（
専
門
相
談
）

　
11
月
14
日（
月
）、11
月
21
日（
月
）、

　
11
月
28
日（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

④
不
動
産
の
鑑
定
利
活
用
の
相
談
・

　
税
金
相
談
（
専
門
相
談
）

※
都
度
調
整
を
し
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
予
約
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
５
―
２
８
５
―
４
１
６
５

◆
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
防
止
心
得

そ
の
１
、
食
用
と
正
確
に
判
断
で
き

　
　
な
い
き
の
こ
は
絶
対
に
、
採
ら

　
　
な
い
！
食
べ
な
い
！
人
に
あ
げ

　
　
な
い
！

そ
の
２
、
様
々
な「
言
い
伝
え
」は
、

　
　
全
く
根
拠
が
な
い
迷
信
で
あ
る

　
　
た
め
、
信
じ
な
い
！

　
も
し
も
、
き
の
こ
を
食
べ
た
こ
と

に
よ
り
胃
腸
炎
等
の
食
中
毒
症
状
が

現
れ
た
場
合
は
、
早
急
に
医
師
の
診

断
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
際
、
原
因
と
な
っ
た
き
の
こ

が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
持
参
し
て

治
療
の
参
考
に
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
県
生
活
衛
生
課

　
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
２
０
５

◆職　　　種　管理栄養士

◆採用予定人員　１名

◆受 験 資 格　昭和56年４月２日以降に生まれた方で、管理栄養士の資格を有する方又は平成29年５月

　　　　　　　までに管理栄養士の資格を取得見込みの方。

◆試験の方法　【第１次試験】

　　　　　　　　①試験方法　教養試験（試験内容は高校卒業程度）、作文試験、一般性格診断検査

　　　　　　　　②日　　時　平成29年１月29日（日）午前９時開始

　　　　　　　　③会　　場　田上町役場

　　　　　　　【第２次試験】

　　　　　　　　第１次試験合格者に対し、面接試験を実施

◆受 験 手 続　・受付期間　平成28年12月12日（月）～12月26日（月）

　　　　　　　・提出書類　受験申込書及び履歴書、写真５枚

　　　　　　　※受験申込書、履歴書の書式は、町ホームページからもダウンロードできます。

平成２８年度  田上町職員募集
平成２９年４月１日採用の田上町職員を募集します。
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第
３
回「
頑
張
る
田
上
人
」

募
集
の
お
知
ら
せ
！

油
類
等
の
漏
え
い
事
故

防
止
に
つ
い
て
の
お
願
い

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の

　　　　　　　　　　　相
談
窓
口

き
の
こ
に
よ
る

　　　　食
中
毒
に
注
意
！



「何をどうしたらいいかわからない」方へ、

「 」実施中！！

L&Bヨシダ税理士法人 三条市塚野目4-15-28
※面談の際には、必ずお電話ください。

新潟相続協会

お問い合わせいただいた方に、
「遺言書の書き方」冊子を無料贈呈いたします。

☎ 0120-963-270 FAX 0256-33-0296

相続 遺言 贈与有
料
広
告

有
料
広
告

問い合わせ：町地域包括支援センター　57-6112

問い合わせ先：一般社団法人700MHz利用促進協会 コールセンター　0120-700-012

新たな携帯電話用電波の発射に伴うテレビ受信障害について

みんなで取り組もう　田上の食育！（9）
地産地消の推進！　（第2次田上町食育推進計画の目標）

～旬の素材や味を実感する機会の増加・農業体験や生産者との交流の促進～
　町の幼児（稚）園・小・中学校では、食に対する正しい知識を身につける学習の中で、食育の体験活動

も行っています。子どもたちは活動を通して、「楽しい」「おいしい」「家の人にも伝えたい」と様々な

感想を話してくれます。子どもたちが、体験を積み重ねることで、いつも食べている自分の食事や、地元

の食材に興味を持ち、作ってくれた人への感謝の気持ちや食べ物のおいしさを学ぶことが出来ます。地元

の食材を作って食べることは、みんなの心と体の健康を保つために大切です。

　携帯電話で新しい電波（700MHz帯の周波数）を利用することに伴い、携帯基地局周辺でテレビ映像に影響が出る恐

れがあります。該当する地域にお住まいの世帯には、事前にチラシが配付されます。テレビ映像に影響が出た場合は、

チラシに記載された「700MHzテレビ受信障害対策コールセンター」へお問い合わせください。無償で受信障害対策を

実施いたします。

　なお、急激な影響の発生を防ぐため、試験電波の発射（約４週間）を予定しております。試験開始日と影響が想定

される地域は次のとおりです。

①平成28年11月24日から　坂田地区の一部、川船地区の一部　※加茂市設置の基地局から発射

②平成28年12月15日から　湯川地区の一部　※新潟市秋葉区設置の基地局から発射ご理解とご協力をお願いいたします。

問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

ボランティアの方と一緒に、さつま芋の栽培や収穫を通
して、自然の恵みを感じました。そして、みんなで焼き
芋を作り、美味しく食べる喜びも体験しました。

竹の友幼児園 田上いずみルーテル幼稚園竹の友幼児園 田上いずみルーテル幼稚園

町のキッズ健康講座で、ＪＡや農家の方の協力でシャカ
シャカおにぎり作りを体験し、地元の新米や梅干しのお
いしさと作って食べる楽しさを実感しました。

新潟県交通災害共済
お見舞金の請求はお済みですか？

お見舞金の請求期間は交通災害を受けた日

から起算して「１年以内」です。

ぜひもう一度ご確認を！

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　☎57-6222

（日）
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「何をどうしたらいいかわからない」方へ、
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L&Bヨシダ税理士法人 三条市塚野目4-15-28
※面談の際には、必ずお電話ください。

新潟相続協会

お問い合わせいただいた方に、
「遺言書の書き方」冊子を無料贈呈いたします。

☎ 0120-963-270 FAX 0256-33-0296

相続 遺言 贈与有
料
広
告

有
料
広
告

問い合わせ：町地域包括支援センター　57-6112

問い合わせ先：一般社団法人700MHz利用促進協会 コールセンター　0120-700-012

新たな携帯電話用電波の発射に伴うテレビ受信障害について

みんなで取り組もう　田上の食育！（9）
地産地消の推進！　（第2次田上町食育推進計画の目標）

～旬の素材や味を実感する機会の増加・農業体験や生産者との交流の促進～
　町の幼児（稚）園・小・中学校では、食に対する正しい知識を身につける学習の中で、食育の体験活動

も行っています。子どもたちは活動を通して、「楽しい」「おいしい」「家の人にも伝えたい」と様々な

感想を話してくれます。子どもたちが、体験を積み重ねることで、いつも食べている自分の食事や、地元

の食材に興味を持ち、作ってくれた人への感謝の気持ちや食べ物のおいしさを学ぶことが出来ます。地元

の食材を作って食べることは、みんなの心と体の健康を保つために大切です。

　携帯電話で新しい電波（700MHz帯の周波数）を利用することに伴い、携帯基地局周辺でテレビ映像に影響が出る恐

れがあります。該当する地域にお住まいの世帯には、事前にチラシが配付されます。テレビ映像に影響が出た場合は、

チラシに記載された「700MHzテレビ受信障害対策コールセンター」へお問い合わせください。無償で受信障害対策を

実施いたします。

　なお、急激な影響の発生を防ぐため、試験電波の発射（約４週間）を予定しております。試験開始日と影響が想定

される地域は次のとおりです。

①平成28年11月24日から　坂田地区の一部、川船地区の一部　※加茂市設置の基地局から発射

②平成28年12月15日から　湯川地区の一部　※新潟市秋葉区設置の基地局から発射ご理解とご協力をお願いいたします。

問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

ボランティアの方と一緒に、さつま芋の栽培や収穫を通
して、自然の恵みを感じました。そして、みんなで焼き
芋を作り、美味しく食べる喜びも体験しました。

竹の友幼児園 田上いずみルーテル幼稚園竹の友幼児園 田上いずみルーテル幼稚園

町のキッズ健康講座で、ＪＡや農家の方の協力でシャカ
シャカおにぎり作りを体験し、地元の新米や梅干しのお
いしさと作って食べる楽しさを実感しました。

新潟県交通災害共済
お見舞金の請求はお済みですか？

お見舞金の請求期間は交通災害を受けた日

から起算して「１年以内」です。

ぜひもう一度ご確認を！

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　☎57-6222

（日）
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田
上
町
は
将
来
消
滅
の
可
能
性
の

あ
る
町
と
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題

研
究
会（
社
人
研
）の
増
田
所
管
が
発

表
さ
れ
た
の
は
２
年
程
前
で
し
た
。

原
因
は
人
口
減
少
が
続
き
、
特
に
20

～
30
歳
代
の
女
性
の
減
少
が
大
き
い

こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
り
ま
し
た
。

町
の
統
計
で
も
若
い
女
性
、
高
校
卒

業
時
あ
る
い
は
大
学
卒
業
時
に
都
市

地
域
へ
の
就
職
等
で
流
出
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
同
世
代
の
男
性
に
も

同
様
な
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町

内
に
は
若
者
が
学
校
卒
業
時
に
就
職

し
た
い
職
場
が
少
な
い
と
映
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
町
は
、
平
成
11
年
頃
か
ら
人
口
減

少
の
傾
向
が
表
れ
て
き
ま
し
た
。
若

者
の
働
く
場
の
確
保
の
た
め
に
本
田

上
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

現
在
２
社
の
み
の
進
出
と
な
っ
て
い

ま
す
。

県
の
人
口
減
少
対
策

　
平
成
21
年
１
月
26
日
に
、
第
１
回

の
「
県
と
市
町
村
の
協
議
の
場
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
に
は
、

市
長
会
と
町
村
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３

名
（
会
長
・
副
会
長
２
名
）
以
内
と

し
て
６
名
、
そ
し
て
、
県
知
事
、
副

県
知
事
１
名
で
構
成
さ
れ
た
協
議
の

場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
人
口
減
少

対
策
」
と
し
て
の
県
の
考
え
方
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
対
策
①
教
育
問
題
、
②

子
育
て
環
境
、
③
起
業
、
④
産
業
振
興

の
４
つ
の
柱
で
対
策
を
実
践
す
べ
き
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
伴
う

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
で
一
致

し
ま
し
た
。
特
に
②
子
育
て
環
境
の
改

善
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
た
め
の
県
の

交
付
金
制
度
の
確
立
、
ま
た
、
市
町
村

か
ら
は
子
育
て
支
援
策
に
対
し
て
、
幅

広
く
自
由
度
の
高
い
交
付
金
に
す
る

こ
と
、
そ
し
て
、
若
い
世
代
が
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
の

総
合
的
な
交
付
金
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、少
子
化
対
策
と
し
て
は
、（
イ
）

未
婚
化
対
策
、（
ロ
）
晩
婚
化
対
策
の
た

め
の
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
つ
く

っ
て
い
く
事
が
必
要
で
あ
る
と
の
提
示

が
あ
り
ま
し
た
。

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

　
国
の
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
』
に
基
づ
い
て
町
は
、
『
田
上
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
・
田
上
町
総
合
戦
略
』
を

策
定
し
ま
し
た
。
24
年
後
の
平
成
52
年

（
２
０
４
０
年
）
の
人
口
は
、
社
人
研

の
推
計
で
は
８
，
１
２
３
人
、
町
の
独

自
の
推
計
で
は
９
，
６
６
７
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
72
年
（
２
０

６
０
年
）
の
人
口
を
設
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
て
、
社
人
研
の
推
計
で
は
、

５
，
１
２
６
人
、
町
の
推
計
で
８
，
０

２
２
人
と
し
ま
し
た
。
こ
の
人
口
が
町

の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
数
値
目
標
と
し
ま

し
た
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま

す
。
特
に
地
方
で
は
顕
著
で
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
で
は
人
口
減
少
対
策
を
喫
緊

の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

『
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
』
の
条
件
は

い
ろ
い
ろ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町

と
し
て
も
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
ま
す
。

　（
一
）若
者
の
安
定
雇
用
が
可
能
な
企

業
を
確
保
す
る
こ
と
、（
二
）若
者
用
の

住
宅
設
備
を
民
間
企
業
と
町
が
協
力
し

て
対
応
す
る
こ
と
、（
三
）子
育
て
支
援

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、（
四
）小
中
学

校
の
教
育
充
実
、（
五
）暮
ら
し
や
す
さ
、

定
住
促
進
、
こ
の
５
つ
の
柱
を
中
心
と

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
ら
の
た
め
の
事
業
実
現
の

た
め
に
町
は
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
実
現
に
は

時
間
と
知
恵
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
一
）若
者
の
安
定
雇
用
の
た
め
の

企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

ず
は
本
田
上
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

で
す
が
、こ
の
課
題
の
実
現
の
た
め
に
、

８
月
、
町
の
全
職
員
を
対
象
に
し
て
、

企
業
誘
致
の
重
要
性
と
緊
急
性
を
共
有

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
も

ら
う
説
明
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。（
二
）若
者
用
の
住
宅
整
備
に
つ
い

て
は
、
世
帯
向
け
民
間
賃
貸
住
宅
建
設

事
業
補
助
金
を
確
立
し
ま
し
た
。（
三
）

子
育
て
支
援
で
は
、保
育
料
の
軽
減
、医

療
費
助
成
、
子
育
て
応
援
米
支
給
事
業

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
育
料
の
軽

減
、
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
田
上
町
子
育
て

応
援
米
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
も
う

少
し
続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
四
）小
学
校
の
教
育
充
実
は
、
町
の
12

か
年
教
育
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
幼
小

中
学
校
の
教
師
間
の
連
携
を
重
視
し
て

め
ざ
す
子
ど
も
像
を
、『
志
を
持
っ
て
、

意
欲
的
に
学
び
、
自
立
と
思
い
や
り
の

心
を
も
つ
た
く
ま
し
い
子
ど
も
』
と
定

め
、
中
学
校
卒
業
時
に
は
自
分
の
進
路

を
確
実
に
し
て
い
く
事
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
最
終
的
に
は
中
学
校
の
段
階

で
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
事

が
重
要
で
す
。

　
今
後
、町
の
教
育
を
こ
れ
か
ら
の『
ま

ち
づ
く
り
』
の
目
玉
に
し
て
い
く
『
教

育
の
ま
ち
田
上
』
を
か
か
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
の
特
殊
性
を

磨
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
、
町
で
教
育

を
受
け
た
い
と
他
の
地
域
で
子
育
て
を

し
て
い
る
若
者
の
心
を
つ
か
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

11/16～12/15

12
月

11
月 18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

17 木

16 水

1歳半健診（平成２７年3月～4月生まれ）

2歳児歯科健診（平成２6年9月～10月生まれ）

受付12：45～13：15

受付12：50～13：20

保健福祉センター

保健福祉センター

育児学級（平成２８年５月～６月生まれ） 

補聴器相談（リオン）

受付13：00～13：30

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

10ヶ月児すくすく学級（平成２８年1月～2月生まれ）

元気はつらつ教室

受付9：30～

13：30～15：30

保健福祉センター

保健福祉センター

育児相談会

心と体の相談会

9：00～11：30

9：00～11：30

子育て支援センター

保健福祉センター

元気はつらつ教室

栄養教室

13：30～15：30

受付9：00～9：30

保健福祉センター

保健福祉センター

育児相談会

機能訓練

9：00～11：30

10：00～15：00

子育て支援センター

保健福祉センター

糖尿病教室

補聴器相談（リオン）

9：30～15：00

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

保健福祉センター元気はつらつ教室 13：30～15：30

【休日診療当番医】　わたなべ医院（加茂市栄町） ☎53-3850　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター心と体の相談会 9：00～11：30

【休日診療当番医】　中村医院（加茂市五番町） ☎52-0095　　〈時間〉9：00～17：00

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

保健福祉センター乳児健診（平成２８年７月生まれ） 受付12：50～13：20

【休日診療当番医】　大谷内科医院（加茂市上町） ☎52-0236　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター栄養教室 受付9：00～9：30

【休日診療当番医】　鷲塚内科医院（加茂市穀町） ☎52-2054　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター機能訓練 10：00～15：00

保健福祉センター両親学級（平成２９年３月～４月生まれ） 受付9：00～9：30

【休日診療当番医】　田上診療所（田上町田上） ☎57-5015　　〈時間〉9：00～17：00

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

湯っ多里館休館日
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田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その173）

人口減少対策



　
田
上
町
は
将
来
消
滅
の
可
能
性
の

あ
る
町
と
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題

研
究
会（
社
人
研
）の
増
田
所
管
が
発

表
さ
れ
た
の
は
２
年
程
前
で
し
た
。

原
因
は
人
口
減
少
が
続
き
、
特
に
20

～
30
歳
代
の
女
性
の
減
少
が
大
き
い

こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
り
ま
し
た
。

町
の
統
計
で
も
若
い
女
性
、
高
校
卒

業
時
あ
る
い
は
大
学
卒
業
時
に
都
市

地
域
へ
の
就
職
等
で
流
出
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
同
世
代
の
男
性
に
も

同
様
な
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町

内
に
は
若
者
が
学
校
卒
業
時
に
就
職

し
た
い
職
場
が
少
な
い
と
映
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
町
は
、
平
成
11
年
頃
か
ら
人
口
減

少
の
傾
向
が
表
れ
て
き
ま
し
た
。
若

者
の
働
く
場
の
確
保
の
た
め
に
本
田

上
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

現
在
２
社
の
み
の
進
出
と
な
っ
て
い

ま
す
。

県
の
人
口
減
少
対
策

　
平
成
21
年
１
月
26
日
に
、
第
１
回

の
「
県
と
市
町
村
の
協
議
の
場
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
に
は
、

市
長
会
と
町
村
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３

名
（
会
長
・
副
会
長
２
名
）
以
内
と

し
て
６
名
、
そ
し
て
、
県
知
事
、
副

県
知
事
１
名
で
構
成
さ
れ
た
協
議
の

場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
人
口
減
少

対
策
」
と
し
て
の
県
の
考
え
方
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
対
策
①
教
育
問
題
、
②

子
育
て
環
境
、
③
起
業
、
④
産
業
振
興

の
４
つ
の
柱
で
対
策
を
実
践
す
べ
き
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
伴
う

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
で
一
致

し
ま
し
た
。
特
に
②
子
育
て
環
境
の
改

善
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
た
め
の
県
の

交
付
金
制
度
の
確
立
、
ま
た
、
市
町
村

か
ら
は
子
育
て
支
援
策
に
対
し
て
、
幅

広
く
自
由
度
の
高
い
交
付
金
に
す
る

こ
と
、
そ
し
て
、
若
い
世
代
が
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
の

総
合
的
な
交
付
金
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、少
子
化
対
策
と
し
て
は
、（
イ
）

未
婚
化
対
策
、（
ロ
）
晩
婚
化
対
策
の
た

め
の
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
つ
く

っ
て
い
く
事
が
必
要
で
あ
る
と
の
提
示

が
あ
り
ま
し
た
。

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

　
国
の
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
』
に
基
づ
い
て
町
は
、
『
田
上
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
・
田
上
町
総
合
戦
略
』
を

策
定
し
ま
し
た
。
24
年
後
の
平
成
52
年

（
２
０
４
０
年
）
の
人
口
は
、
社
人
研

の
推
計
で
は
８
，
１
２
３
人
、
町
の
独

自
の
推
計
で
は
９
，
６
６
７
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
72
年
（
２
０

６
０
年
）
の
人
口
を
設
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
て
、
社
人
研
の
推
計
で
は
、

５
，
１
２
６
人
、
町
の
推
計
で
８
，
０

２
２
人
と
し
ま
し
た
。
こ
の
人
口
が
町

の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
数
値
目
標
と
し
ま

し
た
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま

す
。
特
に
地
方
で
は
顕
著
で
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
で
は
人
口
減
少
対
策
を
喫
緊

の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

『
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
』
の
条
件
は

い
ろ
い
ろ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町

と
し
て
も
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
ま
す
。

　（
一
）若
者
の
安
定
雇
用
が
可
能
な
企

業
を
確
保
す
る
こ
と
、（
二
）若
者
用
の

住
宅
設
備
を
民
間
企
業
と
町
が
協
力
し

て
対
応
す
る
こ
と
、（
三
）子
育
て
支
援

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、（
四
）小
中
学

校
の
教
育
充
実
、（
五
）暮
ら
し
や
す
さ
、

定
住
促
進
、
こ
の
５
つ
の
柱
を
中
心
と

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
ら
の
た
め
の
事
業
実
現
の

た
め
に
町
は
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
実
現
に
は

時
間
と
知
恵
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
一
）若
者
の
安
定
雇
用
の
た
め
の

企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

ず
は
本
田
上
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

で
す
が
、こ
の
課
題
の
実
現
の
た
め
に
、

８
月
、
町
の
全
職
員
を
対
象
に
し
て
、

企
業
誘
致
の
重
要
性
と
緊
急
性
を
共
有

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
も

ら
う
説
明
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。（
二
）若
者
用
の
住
宅
整
備
に
つ
い

て
は
、
世
帯
向
け
民
間
賃
貸
住
宅
建
設

事
業
補
助
金
を
確
立
し
ま
し
た
。（
三
）

子
育
て
支
援
で
は
、保
育
料
の
軽
減
、医

療
費
助
成
、
子
育
て
応
援
米
支
給
事
業

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
育
料
の
軽

減
、
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
田
上
町
子
育
て

応
援
米
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
も
う

少
し
続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
四
）小
学
校
の
教
育
充
実
は
、
町
の
12

か
年
教
育
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
幼
小

中
学
校
の
教
師
間
の
連
携
を
重
視
し
て

め
ざ
す
子
ど
も
像
を
、『
志
を
持
っ
て
、

意
欲
的
に
学
び
、
自
立
と
思
い
や
り
の

心
を
も
つ
た
く
ま
し
い
子
ど
も
』
と
定

め
、
中
学
校
卒
業
時
に
は
自
分
の
進
路

を
確
実
に
し
て
い
く
事
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
最
終
的
に
は
中
学
校
の
段
階

で
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
事

が
重
要
で
す
。

　
今
後
、町
の
教
育
を
こ
れ
か
ら
の『
ま

ち
づ
く
り
』
の
目
玉
に
し
て
い
く
『
教

育
の
ま
ち
田
上
』
を
か
か
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
の
特
殊
性
を

磨
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
、
町
で
教
育

を
受
け
た
い
と
他
の
地
域
で
子
育
て
を

し
て
い
る
若
者
の
心
を
つ
か
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

11/16～12/15

12
月

11
月 18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

17 木

16 水

1歳半健診（平成２７年3月～4月生まれ）

2歳児歯科健診（平成２6年9月～10月生まれ）

受付12：45～13：15

受付12：50～13：20

保健福祉センター

保健福祉センター

育児学級（平成２８年５月～６月生まれ） 

補聴器相談（リオン）

受付13：00～13：30

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

10ヶ月児すくすく学級（平成２８年1月～2月生まれ）

元気はつらつ教室

受付9：30～

13：30～15：30

保健福祉センター

保健福祉センター

育児相談会

心と体の相談会

9：00～11：30

9：00～11：30

子育て支援センター

保健福祉センター

元気はつらつ教室

栄養教室

13：30～15：30

受付9：00～9：30

保健福祉センター

保健福祉センター

育児相談会

機能訓練

9：00～11：30

10：00～15：00

子育て支援センター

保健福祉センター

糖尿病教室

補聴器相談（リオン）

9：30～15：00

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

保健福祉センター元気はつらつ教室 13：30～15：30

【休日診療当番医】　わたなべ医院（加茂市栄町） ☎53-3850　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター心と体の相談会 9：00～11：30

【休日診療当番医】　中村医院（加茂市五番町） ☎52-0095　　〈時間〉9：00～17：00

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

保健福祉センター乳児健診（平成２８年７月生まれ） 受付12：50～13：20

【休日診療当番医】　大谷内科医院（加茂市上町） ☎52-0236　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター栄養教室 受付9：00～9：30

【休日診療当番医】　鷲塚内科医院（加茂市穀町） ☎52-2054　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター機能訓練 10：00～15：00

保健福祉センター両親学級（平成２９年３月～４月生まれ） 受付9：00～9：30

【休日診療当番医】　田上診療所（田上町田上） ☎57-5015　　〈時間〉9：00～17：00

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

湯っ多里館休館日
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下吉田　　　金子三津男（90）
清水沢　　　関根　　正（103）
千　苅　　　小林　レイ（83）
川船河　　　川俣　シズ（88）
千　苅　　　坂上　三郎（85）
原ケ崎　　　青木マツノ（87）
川船河　　　川口　一夫（69）
坂　田　　　笹川　清松（99）
石　田　　　牛田　忠篤（87）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

川
船
河
　
近
藤
　
健
一

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

上
　
野
　
山
口
　
勘
生

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
本
間
　
静
栄

田
上
俳
句
会
　

本
田
上
　
小
柳
白
星
子

田
上
俳
句
会
　

川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

知
事
選
に
県
民
守
る
候
補
意
志
県
の
幸
せ
祈
る
投
票

リ
ー
ン
リ
ー
ン
と
外
の
す
ず
虫
い
い
声
で
心
お
だ
や
か
な
お
い
と
お
し
く

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川
船
河
　
近
藤
　
健
一

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

こ
う
ろ
ぎ
や
鳴
え
て
一
夜
の
子
も
り
宿

横
断
補
道
に
て
皆
の
交
通
安
全
祈
り
立
つ

よ
く
忘
れ
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
は
覚
え
て
る

碁
敵
の
茶
菓
の
す
す
め
に
攻
め
甘
く

東
京
は
う
ま
い
具
合
に
女
傑
い
て

お　く　や　み

9／26～10／25届出分、
敬称略

ご結婚おめでとう

羽生田　　　牛田　伸幸・明日香（渡辺）
本田上　　　石田　　豊・千佳（横山）
上　野　　　有本　孝則・典子（荒井）
湯　川　　　齋藤　隆光・久美子（青木）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

よ
そ

つ
く

つ
ぼ

あ
け
び

い
き

た
し
な

か
た
き

ほ
　
ど
　
う

あ
　
ん
　
ぜ
　
ん

赤ちゃん誕生

中　店　　　石井　　翠（純一・美久）

清水沢　　　中川　　悠（俊夫・琴美）

川ノ下　　　渡辺　　惺（勇祐・美雪）

中　店　　　佐藤　由依（彰・弘枝）

中　店　　　関根　大志（拓也・亜紀）

本田上　　　風間　秋奈（達哉・千恵美）

中　店　　　江川　　穂（健一・信子）

　　あき

　  はるか

　　せい

 ゆ　い

たい  し

あき  な

　  みのる

田
上
の
学
校

田
上
の
学
校
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田
上
小
学
校
の
学
校
林
１

　
最
近
、
児
童
生
徒
は
見
学
や
体
験
を
通
し
て
学
習
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き

た
。
総
合
学
習
と
か
生
活
科
な
ど
と
名
付
け
て
い
る
。
観
念
的
な
学
習
よ
り
身
に
つ

く
こ
と
が
多
い
と
思
う
が
、
す
で
に
明
治
中
期
に
目
的
は
違
っ
て
い
る
が
各
校
で
実

施
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
も
、
文
部
省
の
お
声
が
か
り
で
あ
っ
た
。
田
上
小
学
校
で
も

最
近
ま
で
続
い
て
き
た
。
学
校
林
の
学
習
も
そ
の
範
疇
で
あ
ろ
う
。
そ
の
概
況
を
記

入
し
た
い
。

　
学
校
林
は
各
学
校
の
考
え
で
設
置
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
は
文
部
省

が
訓
令
第
５
号
で
、
「
学
校
樹
裁
規
定
」
を
定
め
指
示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
新
潟

県
知
事
千
頭
清
臣
は
各
郡
市
長
、
役
場
、
公
立
小
学
校
あ
て
に
学
校
林
造
成
及
び
校

舎
の
周
辺
の
樹
木
や
庭
園
の
花
卉
の
栽
培
に
つ
い
て
県
令
を
も
っ
て
強
力
に
指
導
し

て
い
る
。
し
か
し
、
学
校
園
は
と
に
か
く
と
し
て
学
校
林
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

隘
路
が
あ
り
容
易
に
実
現
し
な
か
っ
た
。
地
方
の
有
力
者
は
山
林
は
重
要
な
財
産
で

あ
り
財
源
で
あ
っ
た
。
学
校
林
植
栽
規
程
が
交
付
さ
れ
て
４
年
経
過
し
た
後
の
調
査

で
も
学
校
林
を
所
有
し
て
い
る
学
校
は
全
国
で
も
３
０
０
校
と
い
う
淋
し
さ
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
明
治
37
年
８
月
６
日
、
久
保
田
謙
文
部
大
臣
は
重
ね
て
「
学

校
樹
裁
奨
励
ノ
件
」
を
訓
令
し
て
督
促
を
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
田
上
村
で
は
明
治
39
年
５
月
16
日
付
で
、
両
田
巻
家

よ
り
無
年
貢
で
20
年
を
め
ど
に
山
林
を
借
り
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
は

次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

８
月
20
日
　
地
主
よ
り
学
校
林
の
境
界
を
定
め
る

10
月
10
日
　
学
校
林
の
整
地
を
行
う

11
月
13
日
　
県
樹
苗
養
成
所
よ
り
杉
苗
１
０
０
本
の
交
付
を
受
け
る

11
月
14
日
　
４
学
年
の
児
童
を
し
て
右
の
山
林
に
苗
の
植
え
込
み
を
す
る

11
月
20
日
　
郡
役
所
よ
り
石
丸
書
記
が
来
校
し
植
え
込
み
の
状
況
を
調
査
す
る
。

　
　
　
　
　
椿
助
役
同
道
す
る
。

12
月
17
日
　
学
校
林
の
標
柱
を
建
て
る

　
新
潟
新
聞
の
大
正
６
年
５
月
31
日
の
記
事
に
、
造
林
用
の
苗
木
を
植
栽
し
て
い
る

の
は
、
田
上
、
大
崎
、
下
条
の
３
ヶ
所
に
あ
っ
た
。
杉
苗
が
多
く
他
に
赤
松
、
松
、

偏
柏
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
９
５
，
４
７
５
本
を
産
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
苗
木
は
学
校
林

を
設
け
て
い
る
各
学
校
に
無
料
で
配
布
さ
れ
た
、
と
あ
っ
た
。

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

◇日　時　11月26日（土）　午後2時～4時

◇会　場　田上町公民館　※入場無料

◇内　容　まんが世界昔ばなし　アニメ　

　　　　　ばくは、ＳＬをみた・げき映画

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

　空き家に関する無料相談会を行います。お気軽

にご相談ください。

◇日　時　11月15日（火）～17日（木）

　　　　　午後１時～3時

◇会　場　行政書士　たがみ行政手続事務所

◇費　用　無料　

　　　　　※電話にて面談のご予約を承ります。

◆予約・問い合わせ：

　一般社団法人　みどり福祉会

　担当　渡邊・佐藤　☎0256-64-7199

第240回 16ミリ映写会

◇日　時　11月19日（土）午後2時30分～4時30分

　　　　　11月26日（土）午後2時30分～4時30分

◆ご相談・問い合わせ：

　大塚行政書士社労士事務所　行政書士

　　　　社会保険労務士　大塚義行　☎57-4090

行政書士・社会保険労務士による相続・
労働関係、社会保険に関する無料電話相談

空き家　なんでも無料相談会

　関東信越税理士会新潟県支部連合会と新潟県司法
書士会の共催による相続税や相続手続き、生前贈与、
遺言についての無料相続相談会を開催します。
◇日　時　11月27日（日）午前10時～午後4時
◇会　場　新潟市：新潟県司法書士会館（定員30名）
　　　　　長岡市：ハイブ長岡
　　　　　上越市：直江津学びの交流館
◆予約・問い合わせ：事前予約をお願いします。
　新潟県司法書士会（担当：難波・荷上）
　　　　　　　　　　　　　　　☎025-244-5121

◇テ ー マ　「現在も注目を浴びるバルカン半島
　　　　　　について深く学びましょうー歴史・
　　　　　　伝統・文化や主な出来事を中心にー」
　　　　　　（全3回）
◇日　　時　11月17日（木）、24日（木）、12月1日（木）
　　　　　　午後6時30分～8時
◇会　　場　新潟経営大学
◇申込期限　11月16日（水）
◇定　　員　48名　※先着順
◇受 講 料　無料
◆申込・問い合わせ：新潟経営大学総務課　☎53-3000

税理士と司法書士による「無料相続相談会」

◇日　時　12月18日（日）　フォーラム/午後1時30分～
◇場　所　燕三条ワシントンホテル　芙蓉の間
◇講　演　「日本酒と地域振興」尾畑留美子氏　ほか
◇対象者　どなたでもご参加いただけます。
　　　　　（定員180名）
◆問い合わせ：新潟経営大学　総務課　☎53-3000

大学と地域の協働による観光活性化フォーラム

にいがた観光の新しい道を探る
―国内外の観光客を呼び込む新しい取り組みと方策―

新潟経営大学公開講座

花火賛同者の募集
◇打 上 日 時　2016年12月31日　午後8時より
◇打 上 場 所　田上町上空二箇所
　　　　　　　（①羽生田駅西　②本田上）
◇花火の価格　一発　10,000円（それ以上のご祝
　　　　　　　儀も受け付けております）
◇申 込 締 切　12月12日（月）必着　＊先着108名様
◇申 込 方 法　申し込み用紙にメッセージを記入
　　　　　　　し、郵送、ＦＡＸ、電子メールで
　　　　　　　の申し込みも可能です。
◇申　込　先　除夜の花火を打ち上げる会
　事務局　茂野まで　☎57-3610
　E-mail:kamono@ginzado.ne.jp

２０１６～２０１７　第３０回除夜の花火のご案内

　桐タンス制作時には、大量の桐端材が発生しま
す。それらを焼却することなく、桐小物等に２次
利用することにより桐材の有効利用を図ります。
桐素材は軽くて加工しやすいため、小学生児童で
あっても簡単・安全で、手軽に色々な小物を製作
する事ができます。
◇日　　時　11月27日（日）
　　　　　　午前9時～午後4時30分
　　　　　　午前の部：午前9時～正午
　　　　　　午後の部：午後1時30分～4時30分
◇場　　所　有限会社　茂野タンス店　工場内
◇募集人数　10組（1人の小学生につき保護者は
　　　　　　何人でも構いません。）　
◇応募資格　保護者同伴の小学生
◇参 加 費　無料
◇応募方法　住所、氏名、電話番号、学年、参加
　　　　　　人数を下記申し込み先に電話、FAX、
　　　　　　メールで直接申し込み下さい。
◇応募締切　11月24日（木）
　　　　　　先着順で受付いたします。
◆申し込み先：有限会社　茂野タンス店
　担当：シゲノカツジ　☎57-3610
　Email:info@kamono.com

親子による桐木工教室のご案内

弥
彦
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れ
木
せ
い
匂
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道
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秋
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月

連
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秋
よ
な
が
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ん
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嗜
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深
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も
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搖
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通
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を
り
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下吉田　　　金子三津男（90）
清水沢　　　関根　　正（103）
千　苅　　　小林　レイ（83）
川船河　　　川俣　シズ（88）
千　苅　　　坂上　三郎（85）
原ケ崎　　　青木マツノ（87）
川船河　　　川口　一夫（69）
坂　田　　　笹川　清松（99）
石　田　　　牛田　忠篤（87）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

川
船
河
　
近
藤
　
健
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本
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小
柳
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湯
　
川
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部
　
聆
子

上
　
野
　
吉
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賢
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山
口
　
勘
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上
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山
　
田
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間
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栄
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上
俳
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会
　

本
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上
　
小
柳
白
星
子

田
上
俳
句
会
　

川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

知
事
選
に
県
民
守
る
候
補
意
志
県
の
幸
せ
祈
る
投
票

リ
ー
ン
リ
ー
ン
と
外
の
す
ず
虫
い
い
声
で
心
お
だ
や
か
な
お
い
と
お
し
く
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）
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敬
称
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、
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）
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船
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一

湯
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部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

こ
う
ろ
ぎ
や
鳴
え
て
一
夜
の
子
も
り
宿

横
断
補
道
に
て
皆
の
交
通
安
全
祈
り
立
つ

よ
く
忘
れ
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
は
覚
え
て
る

碁
敵
の
茶
菓
の
す
す
め
に
攻
め
甘
く

東
京
は
う
ま
い
具
合
に
女
傑
い
て

お　く　や　み

9／26～10／25届出分、
敬称略

ご結婚おめでとう

羽生田　　　牛田　伸幸・明日香（渡辺）
本田上　　　石田　　豊・千佳（横山）
上　野　　　有本　孝則・典子（荒井）
湯　川　　　齋藤　隆光・久美子（青木）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

よ
そ

つ
く

つ
ぼ

あ
け
び

い
き

た
し
な

か
た
き

ほ
　
ど
　
う

あ
　
ん
　
ぜ
　
ん

赤ちゃん誕生

中　店　　　石井　　翠（純一・美久）

清水沢　　　中川　　悠（俊夫・琴美）

川ノ下　　　渡辺　　惺（勇祐・美雪）

中　店　　　佐藤　由依（彰・弘枝）

中　店　　　関根　大志（拓也・亜紀）

本田上　　　風間　秋奈（達哉・千恵美）

中　店　　　江川　　穂（健一・信子）

　　あき

　  はるか

　　せい

 ゆ　い

たい  し

あき  な

　  みのる
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田
上
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の
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校
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最
近
、
児
童
生
徒
は
見
学
や
体
験
を
通
し
て
学
習
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き

た
。
総
合
学
習
と
か
生
活
科
な
ど
と
名
付
け
て
い
る
。
観
念
的
な
学
習
よ
り
身
に
つ

く
こ
と
が
多
い
と
思
う
が
、
す
で
に
明
治
中
期
に
目
的
は
違
っ
て
い
る
が
各
校
で
実

施
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
も
、
文
部
省
の
お
声
が
か
り
で
あ
っ
た
。
田
上
小
学
校
で
も

最
近
ま
で
続
い
て
き
た
。
学
校
林
の
学
習
も
そ
の
範
疇
で
あ
ろ
う
。
そ
の
概
況
を
記

入
し
た
い
。

　
学
校
林
は
各
学
校
の
考
え
で
設
置
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
は
文
部
省

が
訓
令
第
５
号
で
、
「
学
校
樹
裁
規
定
」
を
定
め
指
示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
新
潟

県
知
事
千
頭
清
臣
は
各
郡
市
長
、
役
場
、
公
立
小
学
校
あ
て
に
学
校
林
造
成
及
び
校

舎
の
周
辺
の
樹
木
や
庭
園
の
花
卉
の
栽
培
に
つ
い
て
県
令
を
も
っ
て
強
力
に
指
導
し

て
い
る
。
し
か
し
、
学
校
園
は
と
に
か
く
と
し
て
学
校
林
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

隘
路
が
あ
り
容
易
に
実
現
し
な
か
っ
た
。
地
方
の
有
力
者
は
山
林
は
重
要
な
財
産
で

あ
り
財
源
で
あ
っ
た
。
学
校
林
植
栽
規
程
が
交
付
さ
れ
て
４
年
経
過
し
た
後
の
調
査

で
も
学
校
林
を
所
有
し
て
い
る
学
校
は
全
国
で
も
３
０
０
校
と
い
う
淋
し
さ
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
明
治
37
年
８
月
６
日
、
久
保
田
謙
文
部
大
臣
は
重
ね
て
「
学

校
樹
裁
奨
励
ノ
件
」
を
訓
令
し
て
督
促
を
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
田
上
村
で
は
明
治
39
年
５
月
16
日
付
で
、
両
田
巻
家

よ
り
無
年
貢
で
20
年
を
め
ど
に
山
林
を
借
り
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
は

次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

８
月
20
日
　
地
主
よ
り
学
校
林
の
境
界
を
定
め
る

10
月
10
日
　
学
校
林
の
整
地
を
行
う

11
月
13
日
　
県
樹
苗
養
成
所
よ
り
杉
苗
１
０
０
本
の
交
付
を
受
け
る

11
月
14
日
　
４
学
年
の
児
童
を
し
て
右
の
山
林
に
苗
の
植
え
込
み
を
す
る

11
月
20
日
　
郡
役
所
よ
り
石
丸
書
記
が
来
校
し
植
え
込
み
の
状
況
を
調
査
す
る
。

　
　
　
　
　
椿
助
役
同
道
す
る
。

12
月
17
日
　
学
校
林
の
標
柱
を
建
て
る

　
新
潟
新
聞
の
大
正
６
年
５
月
31
日
の
記
事
に
、
造
林
用
の
苗
木
を
植
栽
し
て
い
る

の
は
、
田
上
、
大
崎
、
下
条
の
３
ヶ
所
に
あ
っ
た
。
杉
苗
が
多
く
他
に
赤
松
、
松
、

偏
柏
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
９
５
，
４
７
５
本
を
産
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
苗
木
は
学
校
林

を
設
け
て
い
る
各
学
校
に
無
料
で
配
布
さ
れ
た
、
と
あ
っ
た
。

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

◇日　時　11月26日（土）　午後2時～4時

◇会　場　田上町公民館　※入場無料

◇内　容　まんが世界昔ばなし　アニメ　

　　　　　ばくは、ＳＬをみた・げき映画

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

　空き家に関する無料相談会を行います。お気軽

にご相談ください。

◇日　時　11月15日（火）～17日（木）

　　　　　午後１時～3時

◇会　場　行政書士　たがみ行政手続事務所

◇費　用　無料　

　　　　　※電話にて面談のご予約を承ります。

◆予約・問い合わせ：

　一般社団法人　みどり福祉会

　担当　渡邊・佐藤　☎0256-64-7199

第240回 16ミリ映写会

◇日　時　11月19日（土）午後2時30分～4時30分

　　　　　11月26日（土）午後2時30分～4時30分

◆ご相談・問い合わせ：

　大塚行政書士社労士事務所　行政書士

　　　　社会保険労務士　大塚義行　☎57-4090

行政書士・社会保険労務士による相続・
労働関係、社会保険に関する無料電話相談

空き家　なんでも無料相談会

　関東信越税理士会新潟県支部連合会と新潟県司法
書士会の共催による相続税や相続手続き、生前贈与、
遺言についての無料相続相談会を開催します。
◇日　時　11月27日（日）午前10時～午後4時
◇会　場　新潟市：新潟県司法書士会館（定員30名）
　　　　　長岡市：ハイブ長岡
　　　　　上越市：直江津学びの交流館
◆予約・問い合わせ：事前予約をお願いします。
　新潟県司法書士会（担当：難波・荷上）
　　　　　　　　　　　　　　　☎025-244-5121

◇テ ー マ　「現在も注目を浴びるバルカン半島
　　　　　　について深く学びましょうー歴史・
　　　　　　伝統・文化や主な出来事を中心にー」
　　　　　　（全3回）
◇日　　時　11月17日（木）、24日（木）、12月1日（木）
　　　　　　午後6時30分～8時
◇会　　場　新潟経営大学
◇申込期限　11月16日（水）
◇定　　員　48名　※先着順
◇受 講 料　無料
◆申込・問い合わせ：新潟経営大学総務課　☎53-3000

税理士と司法書士による「無料相続相談会」

◇日　時　12月18日（日）　フォーラム/午後1時30分～
◇場　所　燕三条ワシントンホテル　芙蓉の間
◇講　演　「日本酒と地域振興」尾畑留美子氏　ほか
◇対象者　どなたでもご参加いただけます。
　　　　　（定員180名）
◆問い合わせ：新潟経営大学　総務課　☎53-3000

大学と地域の協働による観光活性化フォーラム

にいがた観光の新しい道を探る
―国内外の観光客を呼び込む新しい取り組みと方策―

新潟経営大学公開講座

花火賛同者の募集
◇打 上 日 時　2016年12月31日　午後8時より
◇打 上 場 所　田上町上空二箇所
　　　　　　　（①羽生田駅西　②本田上）
◇花火の価格　一発　10,000円（それ以上のご祝
　　　　　　　儀も受け付けております）
◇申 込 締 切　12月12日（月）必着　＊先着108名様
◇申 込 方 法　申し込み用紙にメッセージを記入
　　　　　　　し、郵送、ＦＡＸ、電子メールで
　　　　　　　の申し込みも可能です。
◇申　込　先　除夜の花火を打ち上げる会
　事務局　茂野まで　☎57-3610
　E-mail:kamono@ginzado.ne.jp

２０１６～２０１７　第３０回除夜の花火のご案内

　桐タンス制作時には、大量の桐端材が発生しま
す。それらを焼却することなく、桐小物等に２次
利用することにより桐材の有効利用を図ります。
桐素材は軽くて加工しやすいため、小学生児童で
あっても簡単・安全で、手軽に色々な小物を製作
する事ができます。
◇日　　時　11月27日（日）
　　　　　　午前9時～午後4時30分
　　　　　　午前の部：午前9時～正午
　　　　　　午後の部：午後1時30分～4時30分
◇場　　所　有限会社　茂野タンス店　工場内
◇募集人数　10組（1人の小学生につき保護者は
　　　　　　何人でも構いません。）　
◇応募資格　保護者同伴の小学生
◇参 加 費　無料
◇応募方法　住所、氏名、電話番号、学年、参加
　　　　　　人数を下記申し込み先に電話、FAX、
　　　　　　メールで直接申し込み下さい。
◇応募締切　11月24日（木）
　　　　　　先着順で受付いたします。
◆申し込み先：有限会社　茂野タンス店
　担当：シゲノカツジ　☎57-3610
　Email:info@kamono.com

親子による桐木工教室のご案内

弥
彦
晴
れ
木
せ
い
匂
う
散
歩
道

木
生
の
花
の
香
り
や
秋
の
月

連
続
に
台
風
恐
怖
秋
よ
な
が

赤
と
ん
ぼ
秋
の
青
さ
の
空
に
と
ぶ

山
粧
ふ
住
め
ば
都
と
八
十
年

捏
ね
ん
と
朝
茶
嗜
み
秋
深
し

秋
涼
や
風
樹
の
中
の
一
ペ
ン
チ

息
つ
い
て
水
車
が
こ
ぼ
す
水
の
秋

花
芒
壷
を
充
た
せ
り
も
う
搖
れ
ず

走
り
根
に
躓
ず
く
通
草
笑
ひ
を
り
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町の花
アジサイ

町の木
サクラ

　川船河地区食推のおすすめ料理「大根と手羽先のスープ煮」は、一皿で主菜

と副菜がとれます。簡単に作れて、寒い季節にピッタリの料理です。昆布と手

羽先のだしに、生姜やニラの風味が加わり、手羽先、野菜、昆布共に美味しく

頂けます。

第24回

田上町産業まつり
第24回

田上町産業まつり あっという間に肌寒い季節になってきました。温かいお汁ものが食べたくなってきますね。せっかくなので、

お手軽野菜レシピ「大根と手羽先のスープ煮」を作って食べてみたいと思います。白菜ときのこも入れてみようかな。 亮
【編集後記】

まるで葡萄のようにまるで葡萄のようにまるで葡萄のように

18広報  たがみまち 「　　　      」 11月号  ●

大根…４００ｇ（中1/2本）　　人参…100ｇ（小1本）

手羽先…４本　　鶏もも肉…160ｇ

生姜…１/３かけ　　だし昆布…10㎝

塩…小さじ1弱（５ｇ）　　醤油…小さじ１　　ニラ…１束

七味とうがらし又はラー油…適宜

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”

広報　たがみまち広報　たがみまち

ま　ち

2016
平成28年

◆国民健康保険税８期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（10月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,163
－ 3

12,154
－ 14

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

おいしそー！
体があたたまるよ！
　　　　うめ子より

作り方 ①大根は皮をむいて縦に４～６つに切って乱切り、人参も

　　乱切りにして共に下ゆでする。手羽先は洗う。

　　鶏肉は一口大に切る。生姜は皮をむいて、薄い短冊切

　　り。昆布は乾燥したまま手で割る。

②厚手の鍋に①をすべて入れ、水を入れて火にかける。

③煮立ったら塩と酒を加えて、アクをとりながらフタをして、

　　大根に竹串がスッと刺さる程度まで弱火で煮る。

④仕上げに、３㎝長さに切ったニラを加え、香りづけの醤油

　　をたらす。

⑤好みで、七味唐がらし、またはラー油を入れる。

★手羽先の代わりに、ソーセージ、野菜は白菜、キャベツ、

　　葱等や、きのこ等を入れても良いです。

★味付けは、コンソメ、ケチャップ、カレー味等いろいろな味

　　つけも楽しみましょう。

【主食】

ごはん

【副菜】

柿とわかめのサラダ

【主菜・副菜】

大根と手羽先のスープ煮

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2223@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

材料
（4人分）

★大根と手羽先のスープ煮

　左の写真は、町内に実った銀杏。まるで葡萄のようにたくさん実を

つけました。

　イチョウは、中国原産の樹木で、成長すると30ｍもの高木になりま

す。非常に成長が早く、燃えにくくて大気汚染や寒さに強いのが特徴。

また、一属一種の植物であり、現存するのは、一種ゆえ「生きている

化石」とも言われています。イチョウの木は、材木としても木目が綺

麗で加工しやすいことから、将棋の盤や駒等に利用されています。
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お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ

みんなで取り組もう！ 田上の食育

子育て応援

役場保健福祉課 ☎57-6112

夕食
2016

N
o.564

11


